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ブータンにおける戦略的胃癌撲滅対策

プナカ ブータン

大分大学：ブータン王立ケサル・ギャルポ医科大学
＋ブータン政府

ヘリコバクター・ピロリ（ピロリ菌）感染は胃癌発症の最も重要な原因
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ピロリ菌陰性群 (n=280)
ピロリ菌陽性群 (n=1,246)

胃癌非発症率

Uenura N et al. NEJM 2001

10年間の経過観察で、ピロリ菌陰性者から
は一例も胃癌が発症せず、一方陽性者から
は数％に胃癌が発症

Noピロリ菌＝No胃癌 の概念

Fukase K et al. Lancet 2008

早期胃癌内視鏡治療後の異時性胃癌の発現は、3
年間の観察で、ピロリ菌除菌例では4％であったの
に対し、除菌をしないで観察していた例では12％で、
除菌が胃癌発現に有効であることが証明

除菌治療の有効性

日本では、2013年にピロリ菌感染胃炎症例にピロリ菌除菌治療が保険適応
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ブータンにおける胃癌問題

①ブータンは、世界で胃癌死亡率が2番目に高い

ブータン王国
•人口約80万人
• 65歳以上高齢者人口 6.0%、50歳以上人口

16.1％
•今後25-30年で急速な高齢化 医療ニーズの転換
期

ブータン

日本

日本式の胃癌検診法

は世界的に評価される

日本では胃癌の多

くは早期癌で発見

②ブータンにおいて胃癌は癌死亡率の第一位
（世界で唯一）

③胃癌発症率＝死亡率 （胃癌は不治の病）
19.4              18.9

“検査・治療の欠乏”
（早期発見の欠如）

ティンプー
ワングー

プナカ

3時間
1.5時間

パロ空港

第1回目 2010年
当時、内視鏡検査を施行できる医師が国内で1名（Lotay Tshering医師；現首
相）内視鏡機器も全国に1台旧式のものがあるのみ

すべての内視鏡機器を日本およ
びタイからブータンへ

病院の一室を借りて、内視鏡機
器を組み立て

山岡およびタイの医師で内視鏡検
査施行

噂を聞きつけて連日、多数の被験
者が病院に殺到

4日間、ほぼ徹夜で計400名に内視
鏡検査を施行（午前5時に写真撮
影）

Tshering現首相

山岡
山岡わずか400名の検査で5例の胃癌症

例、さらに、胃潰瘍25例、十二指腸
潰瘍22例を検出

ブータンにおける胃癌問題の実地調査
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第2回目 2014年 第3回目 2015年

タイの共同研究者と山岡研究班でそれぞれ350名に内
視鏡検査を施行。内視鏡機器は、日本・タイから持ち運
ぶ

ハー

4時間

トンサ ブムタン

15時間 2時間3時間
1.5時間

山岡現医学部長（左）が指導したLotay Tshering
医師（右）は

ブータン首相に2018年就任

ハー総合病院にて

7000m級のヒマラヤの山々を見渡す峠
を越えてハー村へ

第2回目
第3回目

距離的には短いが、山岳地帯をトンネル
もなく、橋もほとんどない道を進むため、
非常に時間がかかる。

遠隔医療教育の必要性を痛感

ブータンにおける胃癌問題の実地調査

ダワカ村プロジェクト

パロ県ドガル区（37村）
人口: 2,283
面積: 106 km2 （別府市: 125 km2）
高度: 2,100-4,700 m

ダワカ保健管理センターでの調査の様子（2019年12月5-11日）

王立疾病管理センターでの検査の様子

・ブータン王立医科大学
(Khesar Gyalpo University of Medical Sciences of Bhutan: KGUMSB)
・王立疾病管理センターとの共同事業

(Royal Center for Disease Control: RCDC)

胃癌人口調査
1,130名が参加

大分大学から
2,000名分の検査キット提供

全国調査の第一歩として
Lotay首相も期待
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ブータンにおける研究活動で我々が明らかにした成果

・ピロリ菌の感染率は73.4%と非常に高い
・その多くが胃粘膜異常が認められる

→強毒型ピロリ菌が原因（ゲノム解析）
・薬剤耐性菌の蔓延

胃癌撲滅を目指すピロリ菌除菌ガイドライン作成協力
を依頼される

（左端から）シダー・ブータン王立ケサル・ギャルポ医科学大学ディレクター、ソ
ナム・ワンチュク王立疾病管理センター所長、厚生労働大臣、山岡医学部長
2019年8月

ブータン保健省と胃癌撲滅対策ガイドラインの協議開始

Lotay首相と山岡医学部長
（2019年12月）
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Asian Pacific Society for Digestive Endoscopy (APSDE)
アジア太平洋消化器内視鏡学会

～医学教育の充実～
ブータン唯一の王立医科大学との大学間協定を締結

大分大学の学術交流協定として100校目

～医師不足・医療技術の向上に向けて～
ブータン内視鏡学会の設立と支援を開始

北野正剛 理事長

29大学

アジア内視鏡人材育成支援大学コン

ソーシアム

大分大学【事務局】、大阪大学、北里

大学、九州大学、京都大学、近畿大

学、慶應義塾大学、神戸大学、国際

医療福祉大学、埼玉医科大学、帝京

大学、東京大学、東京慈恵会医科大

学、東邦大学、金沢医科大学、浜松

医科大学、自治医科大学、富山大学、

札幌医科大学、獨協医科大学、名古

屋市立大学、北海道大学、鹿児島大

学、東海大学、久留米大学、旭川医

科大学、順天堂大学、名古屋大学


